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1.　18年11月期の業績（平成17月12月１日～平成18年11月30日）

(1) 経営成績 (注)　記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

　 売上高 営業利益 経常利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年11月期 3,583 (△27.5) 479 (△19.4) 470 (△15.0)

17年11月期 4,942 (  40.6) 594 ( 119.2) 553 ( 157.7)

　

　 当期純利益
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
経常利益率

　 百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

18年11月期 137 (△41.8) 9 84 ― ― 2.5 4.4 13.1

17年11月期 236 ( 108.6) 19 39 ― ― 4.9 5.4 11.2

(注) ① 期中平均株式数 18年11月期 13,991,650株 17年11月期 12,191,790株

　 ② 会計処理の方法の変更 有 　 　 　

　 ③ 売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前年増減率

　
(2) 財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

18年11月期 11,433 5,872 51.4 402 44

17年11月期 9,834 5,007 50.9 410 73

(注) ① 期末発行済株式数 18年11月期 14,591,650株 17年11月期 12,191,650株

　 ② 期末自己株式数 18年11月期 8,350株 　17年11月期 8,350株

　

2.　19年11月期の業績予想（平成18年12月１日～平成19年11月30日）

　 売上高 経常利益 当期純利益

　 百万円 百万円 百万円

中間期 1,783 259 140

通期 3,485 419 232

　(参考)　１株当たり予想当期純利益（通期）　15円90銭
　

3.　配当状況

・現金配当 １株当たり配当金(円) 配当金総額
(百万円)

配当性向
(％)

純資産
配当率(％)　 中間期末 期末 年間

17年11月期 ― 6.0 6.0 73 30.9 1.5

18年11月期 ― 7.0 7.0 102 71.1 1.7

19年11月期(予想) ― 7.0 7.0 　 　 　

(注)　 上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要因により予

想数値と異なる結果となる可能性があります。

       なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の４ページを参照して下さい。
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1. 財務諸表等

財務諸表

① 貸借対照表

　

　 　
前事業年度

(平成17年11月30日)

当事業年度

(平成18年11月30日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 　 50,191 　 　 9,718 　 　 △40,472

　２　受取手形 　 　 506 　 　 ― 　 　 △506

　３　営業未収金 　 　 233,123 　 　 198,093 　 　 △35,029

  ４　前払費用 　 　 54,636 　 　 57,838 　 　 3,201

　５　繰延税金資産 　 　 49 　 　 13,604 　 　 13,554

　６　未収消費税等 　 　 ― 　 　 20,903 　 　 20,903

　７　その他 　 　 52,597 　 　 5,149 　 　 △47,447

　８　貸倒引当金 　 　 △230 　 　 △190 　 　 40

　　　流動資産合計 　 　 390,874 4.0 　 305,117 2.7 　 △85,757

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 建物 ※１ 6,770,223 　 　 6,786,574 　 　 16,351 　

　　　減価償却累計額 　 3,603,867 3,166,355 　 3,773,258 3,013,315 　 169,391 △153,040

　(2) 構築物 　 485,463 　 　 494,661 　 　 9,198 　

　　　減価償却累計額 　 273,899 211,563 　 305,919 188,741 　 32,020 △22,822

　(3) 機械及び装置 　 447,818 　 　 452,105 　 　 4,287 　

　　　減価償却累計額 　 313,794 134,024 　 331,802 120,303 　 18,008 △13,720

　(4) 車両運搬具 　 140,088 　 　 144,061 　 　 3,973 　

　　　減価償却累計額 　 113,087 27,001 　 120,121 23,939 　 7,034 △3,061

　(5) 工具器具及び備品 　 220,004 　 　 294,253 　 　 74,249 　

　　　減価償却累計額 　 152,841 67,163 　 167,008 127,244 　 14,167 60,081

　(6) 土地 ※１ 　 3,215,233 　 　 4,231,050 　 　 1,015,817

　(7) 建設仮勘定 　 　 182,500 　 　 341,891 　 　 159,391

　　有形固定資産合計 　 　 7,003,842 71.2 　 8,046,486 70.4 　 1,042,644

２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 借地権 　 　 489 　 　 465 　 　 △24

　(2) ソフトウェア 　 　 18,153 　 　 15,807 　 　 △2,345

　(3) その他 　 　 5,282 　 　 5,066 　 　 △216

　　無形固定資産合計 　 　 23,926 0.2 　 21,339 0.2 　 △2,587
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前事業年度

(平成17年11月30日)
当事業年度

(平成18年11月30日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 投資有価証券 ※１ 　 945,281 　 　 938,807 　 　 △6,474

　(2) 関係会社株式 　 　 128,625 　 　 128,625 　 　 ―

　(3) 出資金 　 　 15,680 　 　 15,680 　 　 ―

　(4) 従業員長期貸付金 　 　 19,288 　 　 17,853 　 　 △1,435

　(5) 関係会社長期貸付金 　 　 875,000 　 　 1,516,300 　 　 641,300

　(6) 長期前払費用 　 　 905 　 　 3,030 　 　 2,125

　(7) 差入保証金 　 　 353,974 　 　 354,522 　 　 548

　(8) 会員権 　 　 15,784 　 　 16,034 　 　 250

　(9) 繰延税金資産 　 　 15,624 　 　 19,565 　 　 3,940

　(10) その他 　 　 50,476 　 　 54,818 　 　 4,341

　(11) 貸倒引当金 　 　 △4,610 　 　 △4,610 　 　 ―

　　投資その他の資産合計 　 　 2,416,030 24.6 　 3,060,626 26.7 　 644,596

　　固定資産合計 　 　 9,443,798 96.0 　 11,128,452 97.3 　 1,684,654

　資産合計 　 　 9,834,673 100.0 　 11,433,570 100.0 　 1,598,896
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前事業年度

(平成17年11月30日)

当事業年度

(平成18年11月30日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　営業未払金 　 　 84,195 　 　 70,827 　 　 △13,367

　２　短期借入金 ※１ 　 1,500,000 　 　 2,437,136 　 　 937,136

　３　一年以内に返済する

　　　長期借入金
※１ 　 698,840 　 　 508,840 　 　 △190,000

　４　未払金 　 　 7,200 　 　 64,369 　 　 　57,169

　５　未払費用 　 　 98,589 　 　 96,719 　 　 △1,870

　６　未払法人税等 　 　 9,057 　 　 87,086 　 　 78,028

　７　未払消費税等 　 　 39,247 　 　 ― 　 　 △39,247

　８　前受金 　 　 139,525 　 　 147,950 　 　 8,424

　９　預り金 　 　 6,788 　 　 4,837 　 　 △1,950

　10　その他 　 　 1,572 　 　 2,277 　 　 704

　　　流動負債合計 　 　 2,585,015 26.3 　 3,420,043 29.9 　 835,028

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※１ 　 1,374,733 　 　 1,180,893 　 　 △193,840

　２　預り保証金 　 　 667,254 　 　 635,647 　 　 △31,606

　３　退職給付引当金 　 　 200,136 　 　 187,638 　 　 △12,497

　４　役員退職慰労引当金 　 　 ― 　 　 137,124 　 　 137,124

　　　固定負債合計 　 　 2,242,123 22.8 　 2,141,303 18.7 　 △100,819

　　　負債合計 　 　 4,827,139 49.1 　 5,561,347 48.6 　 734,208

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(資本の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 ※３ 　 2,122,000 21.6 　 ― ― 　 ―

Ⅱ　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本準備金 　 　 1,644,936 　 　 ― 　 　 ―

　　　資本剰余金合計 　 　 1,644,936 16.7 　 ― ― 　 ―

Ⅲ　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　利益準備金 　 　 180,330 　 　 ― 　 　 ―

　２　任意積立金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 災害準備積立金 　 2,598 　 　 ― 　 　 ― 　

　　(2) 退職慰労積立金 　 76,858 　 　 ― 　 　 ― 　

　　(3) 特別償却準備金 　 7,885 　 　 ― 　 　 ― 　

　　(4) 別途積立金 　 290,070 377,412 　 ― ― 　 ― ―

　３　当期未処分利益 　 　 594,280 　 　 ― 　 　 ―

　　　利益剰余金合計 　 　 1,152,022 11.7 　 ― ― 　 ―

Ⅳ　その他有価証券

　　評価差額金
　 　 90,327 0.9 　 ― ― 　 ―

Ⅴ　自己株式 ※４ 　 △1,751 △0.0 　 ― ― 　 ―

　　　資本合計 　 　 5,007,534 50.9 　 ― ― 　 ―

　　負債資本合計 　 　 9,834,673 100.0 　 ― ― 　 ―
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前事業年度

(平成17年11月30日)

当事業年度

(平成18年11月30日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 ― ― 　 2,527,600 22.1 　 ―

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 　 ― 　 　 2,046,936 　 　 ―

　　　　資本剰余金合計 　 　 ― ― 　 2,046,936 18.0 　 ―

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 　 ― 　 　 180,330 　 　 ―

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　災害準備積立金 　 ― 　 　 2,598 　 　 ― 　

　　　　退職慰労積立金 　 ― 　 　 76,858 　 　 ― 　

　　　　特別償却準備金 　 ― 　 　 4,302 　 　 ― 　

　　　　別途積立金 　 ― 　 　 290,070 　 　 ― 　

　　　　繰越利益剰余金 　 ― ― 　 663,629 1,037,460 　 ― ―

　　　　利益剰余金合計 　 　 ― ― 　 1,217,790 10.6 　 ―

　４　自己株式 　 　 ― ― 　 △1,751 △0.0 　 ―

　　　株主資本合計 　 　 ― ― 　 5,790,574 50.7 　 ―

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　  　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 ― 　 　 81,648 0.7 　 ―

　　　評価・換算差額等合計 　 　 ― ― 　 81,648 0.7 　 ―

　　　純資産合計 　 　 ― ― 　 5,872,223 51.4 　 ―

　　　負債純資産合計 　 　 ― ― 　 11,433,570 100.0 　 ―
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② 損益計算書
　

　 　

前事業年度

(自　平成16年12月１日

　至　平成17年11月30日)

当事業年度

(自　平成17年12月１日

　至　平成18年11月30日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅰ　売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　保管料 　 847,435 　 　 882,786 　 　 35,351 　

　２　荷役料 　 339,548 　 　 313,418 　 　 △26,129 　

　３　運送料 　 426,046 　 　 377,653 　 　 △48,392 　

　４　貸倉庫料 　 1,606,992 　 　 1,672,973 　 　 65,980 　

　５　不動産賃貸料 　 267,101 　 　 198,007 　 　 △69,093 　

　６　不動産受入手数料 　 9,617 　 　 12,308 　 　 2,691 　

　７　不動産売上 　 1,332,963 　 　 ― 　 　 △1,332,963 　

　８　雑収入 　 112,693 4,942,397 100.0 126,133 3,583,282 100.0 13,440 △1,359,114

Ⅱ　売上原価 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　給料手当 　 172,723 　 　 169,105 　 　 △3,618 　

　２　賞与 　 70,283 　 　 65,484 　 　 △4,798 　

　３　退職給付費用 　 33,823 　 　 29,928 　 　 △3,895 　

　４　荷役作業費 　 288,659 　 　 277,416 　 　 △11,242 　

　５　福利厚生費 　 42,149 　 　 39,297 　 　 △2,852 　

　６　借倉庫料 　 866,905 　 　 877,256 　 　 10,351 　

　７　不動産賃借料 　 25,958 　 　 25,958 　 　 ― 　

　８　再保管費 　 57,990 　 　 54,381 　 　 △3,609 　

　９　荷役経費 　 33,238 　 　 23,008 　 　 △10,229 　

　10　減価償却費 　 253,191 　 　 243,387 　 　 △9,804 　

　11　運送費 　 387,191 　 　 348,384 　 　 △38,807 　

　12　租税公課 　 116,398 　 　 136,336 　 　 19,938 　

　13　保険料 　 9,796 　 　 7,385 　 　 △2,411 　

　14　修繕費 　 219,729 　 　 50,068 　 　 △169,660 　

　15　消耗備品費 　 26,468 　 　 26,708 　 　 239 　

　16　光熱動力費 　 75,360 　 　 85,233 　 　 9,872 　

　17　燃料油脂費 　 1,383 　 　 1,217 　 　 △166 　

　18　交通費 　 8,070 　 　 8,239 　 　 169 　

　19　通信費 　 5,454 　 　 5,300 　 　 △154 　

　20　交際接待費 　 3,610 　 　 2,316 　 　 △1,294 　

　21　支払手数料 　 13,042 　 　 5,385 　 　 △7,657 　

　22　不動産売上原価 　 1,006,333 　 　 ― 　 　 △1,006,333 　

　23　その他 　 83,378 3,801,140 76.9 78,245 2,560,045 71.4 △5,132 △1,241,095

　　　売上総利益 　 　 1,141,256 23.1 　 1,023,237 28.6 　 △118,019

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　報酬給料手当 　 202,463 　 　 223,650 　 　 21,187 　

　２　賞与 　 53,643 　 　 53,321 　 　 △322 　

　３　退職給付費用 　 17,835 　 　 39,165 　 　 21,329 　

　４　役員退職慰労引当金
　　　繰入額

　 ― 　 　 26,092 　 　 26,092 　

　５　福利厚生費 　 54,960 　 　 54,138 　 　 △821 　

　６　減価償却費 　 14,458 　 　 14,643 　 　 184 　

　７　租税公課 　 18,917 　 　 16,536 　 　 △2,381 　

　８　旅費交通費 　 9,663 　 　 8,942 　 　 △720 　

　９　通信費 　 5,191 　 　 4,450 　 　 △741 　

　10　交際接待費 　 9,407 　 　 9,769 　 　 362 　

　11　諸会費 　 4,503 　 　 6,661 　 　 2,157 　

　12　支払手数料 　 68,041 　 　 26,767 　 　 △41,273 　

　13　貸倒引当金繰入額 　 50 　 　 ― 　 　 △50 　

　14　その他 　 87,458 546,594 11.1 60,085 544,224 15.2 △27,373 △2,369

　　 営業利益 　 　 594,661 12.0 　 479,012 13.4 　 △115,649
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前事業年度

(自　平成16年12月１日

　至　平成17年11月30日)

当事業年度

(自　平成17年12月１日

　至　平成18年11月30日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 8,328 　 　 24,133 　 　 15,805 　

　２　受取配当金 　 8,046 　 　 9,460 　 　 1,414 　

　３　保険配当金 　 2,586 　 　 2,154 　 　 △431 　

　４　保険解約返戻金 　 ― 　 　 20,282 　 　 20,282 　

　５　その他 　 2,144 21,104 0.4 4,660 60,691 1.6 2,516 39,586

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 62,493 　 　 59,604 　 　 △2,889 　

　２　株式交付費 ※１ ― 　 　 9,627 　 　 9,627 　

　３　その他 　 1 62,495 1.2 1 69,233 1.9 0 6,738

　　　経常利益 　 　 553,271 11.2 　 470,469 13.1 　 △82,801

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産売却益 ※２ 207,566 　 　 487 　 　 △207,079 　

　２　貸倒引当金戻入益 　 ― 　 　 40 　 　 40 　

　３　その他 　 10 207,576 4.2 ― 527 0.0 △10 △207,049

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産除却損 ※３ 24,412 　 　 1,088 　 　 △23,324 　

　２　固定資産売却損 ※４ 286,796 　 　 ― 　 　 △286,796 　

　３　投資有価証券評価損 　 19,446 　 　 5,139 　 　 △14,307 　

　４　役員退職慰労引当金

　　　繰入額
　 ― 　 　 111,032 　 　 111,032 　

　５　その他 　 14,761 345,416 7.0 6,836 124,095 3.5 △7,925 △221,320

　　税引前当期純利益 　 　 415,430 8.4 　 346,900 9.6 　 △68,529

　　法人税、住民税

　　及び事業税
　 177,059 　 　 219,523 　 　 42,463 　

　　法人税等調整額 　 1,926 178,985 3.6 △10,309 209,213 5.8 △12,236 30,227

　　当期純利益 　 　 236,445 4.8 　 137,687 3.8 　 △98,757

　　前期繰越利益 　 　 357,834 　 　 ― 　 　 ―

　　当期未処分利益 　 　 594,280 　 　 ― 　 　 ―
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③ 利益処分計算書

　

　 　
前事業年度

(平成17年11月期)

区分
注記
番号

金額(千円)

Ⅰ　当期未処分利益 　 　 594,280

　 　 　 　

Ⅱ　任意積立金取崩額 　 　 　

　　特別償却準備金取崩額 　 1,791 1,791

　　計 　 　 596,071

　 　 　 　

Ⅲ　利益処分額 　 　 　

　　　配当金 　 73,149 73,149

　 　 　 　

Ⅳ　次期繰越利益 　 　 522,921

　 　 　 　

(注)　前事業年度の配当金は普通配当１株につき６円といたします。
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④ 株主資本等変動計算書

当事業年度(自　平成17年12月１日　至　平成18年11月30日)                   （単位：千円）
　

　

株主資本

資本金
　 資本剰余金 利益剰余金

　 資本準備金 利益準備金

平成17年11月30日残高 2,122,000 1,644,936 180,330

事業年度中の変動額 　 　 　

　 新株の発行 405,600 402,000 　

　 剰余金の配当 　 　 　

　 特別償却準備金の取崩 　 　 　

　 当期純利益 　 　 　

　

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額） 　 　 　

事業年度中の変動額合計 405,600 402,000 ―　　

平成18年11月30日残高 2,527,600 2,046,936 180,330

　

　

株主資本

利益剰余金 　 　

その他利益剰余金 自己株式 株主資本

災害準備
積立金

退職慰労
積立金

特別償却
準備金

別途積立金
繰越利益
剰余金

　 合計

平成17年11月30日残高 2,598 76,858 7,885 290,070 594,280 △ 1,751 4,917,206

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　 新株の発行 　 　 　 　 　 　 807,600

　 剰余金の配当 　 　 　 　 △ 73,149 　 △ 73,149

　 特別償却準備金の取崩 　 　 △ 3,582 　 4,812 　 1,229

　 当期純利益 　 　 　 　 137,687 　 137,687

　

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額） 　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計 ― ― △ 3,582 ― 69,349 ― 873,367

平成18年11月30日残高 2,598 76,858 4,302 290,070 663,629 △ 1,751 5,790,574

　

　

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金

平成17年11月30日残高 　 　 90,327 　 　 5,007,534

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　

　 新株の発行 　 　 　 　 　 807,600

　 剰余金の配当 　 　 　 　 　 △ 73,149

　 特別償却準備金の取崩 　 　 　 　 　 1,229

　 当期純利益 　 　 　 　 　 137,687

　
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

　 　 △ 8,678 　 　 △ 8,678

事業年度中の変動額合計 　 　 △ 8,678 　 　 864,688

平成18年11月30日残高 　 　 81,648 　 　 5,872,223
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重要な会計方針
　

項目
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

１　有価証券の評価基準及び
評価方法

子会社株式
　移動平均法による原価法
その他有価証券
　時価のあるもの　

決算日の市場価格等に基づく時価
法(評価差額は全部資本直入法によ
り処理し、売却原価は移動平均法
により算定)

　時価のないもの　
移動平均法に基づく原価法

子会社株式
同左

その他有価証券
　時価のあるもの　

決算日の市場価格等に基づく時価
法(評価差額は全部純資産直入法に
より処理し、売却原価は移動平均
法により算定)

　時価のないもの　
同左

２　固定資産の減価償却の方
法

有形固定資産
　次の償却方法を採用しております。

機械及び装置 定額法
宇都宮営業所建物
若洲営業所建物・構築物

定額法

賃貸物件等の建物 定額法
その他の減価償却資産 定率法
資産の耐用年数は次のとおりです。

建物 ５年～50年

構築物 ６年～20年

機械及び装置 ７年～18年

車両運搬具 ４年～７年

工具器具備品 ２年～18年

有形固定資産
　次の償却方法を採用しております。

建物　　　　　定額法
　　　　　　　但し平成10年３月
　　　　　　　以前に取得した建
　　　　　　　物（若洲営業所は
　　　　　　　除く）については
　　　　　　　定率法を採用。
建物付属設備　定率法
　　　　　　　但し若洲営業所に
　　　　　　　ついては、定額法
　　　　　　　を採用。
構築物　　　　定率法
　　　　　　　但し若洲営業所に
　　　　　　　ついては、定額法
　　　　　　　を採用。　　　 
機械及び装置　定額法
その他　　　　定率法

　 なお、主な耐用年数は以下のとおり
　 であります。
　　 建物 　　　　　　　10年～50年
 　　機械及び装置　　　 ７年～18年

　 無形固定資産
　定額法を採用しております。
　自社利用のソフトウエアについては、

社内における利用見込可能期間の５
年に基づく定額法を採用しておりま
す。

無形固定資産
同左

３　繰延資産の処理方法 ――――― 株式交付費
　株式交付費は支出時に全額費用処理

をしております。

４　引当金の計上基準 貸倒引当金
　債権の貸倒による損失に備えるため、

一般債権については貸倒実績率等に
より、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては、個別に債権の回収可能性
を勘案した回収不能見込額を計上し
ております。

貸倒引当金
同左

　 退職給付引当金
　当社従業員の退職給付に備えるため、

当期年度末における退職給付債務及
び年金資産の額に基づき簡便法によ
り計上しております。

　なお、会計基準変更時差異(216,398
千円)については、償却年数15年によ
る按分額を費用処理しております。

退職給付引当金
同左

　 ――――――
　

役員退職慰労引当金
　役員の退職金の支払いに充てるため、

内規に基づき、当事業年度末要支給
額を計上しております。
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項目
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

５　リース取引の処理方法
　

　
　
　

リース物件の所有権が借主に移転する
と認められるもの以外のファイナンス・
リース取引については、通常の賃貸借
取引に係る方法に準じた会計処理によ
っております。

同左

６　ヘッジ会計の方法 ―――――
　

ヘッジ会計の方法
金利スワップ取引のうち、金利スワ
ップの特例処理の対象となる取引に
ついては、当該特例処理を採用して
おります。

　 ―――――
　
　

ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段

金利スワップ取引
ヘッジ対象

為替・金利等の市場価格の変動によ
り時価または将来キャッシュ・フロ
ーが変動するリスクのある負債とし
ております。

　 ―――――
　

ヘッジ方法
金利リスクのある負債については、
金利スワップ等により、金利リスク
をヘッジすることを基本としており
ます。

　 ――――― ヘッジの有効性評価の方法
ヘッジ手段及びヘッジ対象について
毎決算期末（中間期末含む）に、個
別取引ごとのヘッジ効果を検証して
いるが、ヘッジ対象の負債とデリバ
ティブ取引について、元本・利率・
期間等の条件が同一の場合は、ヘッ
ジ効果が極めて高いことから本検証
を省略しております。

７　消費税等の会計処理

　

消費税及び地方消費税の会計処理は、

税抜方式を採用しております。

同左
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会計処理の変更

　

項目
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

１　固定資産の減損に係る会
計基準

―――――

　
　
　

　
　
　

当事業年度より「固定資産の減損に
係る会計基準」（「固定資産の減損に
係る会計基準の設定に関する意見書」
（企業会計審議会　平成14年８月９
日））及び「固定資産の減損に係る会
計基準の適用指針」（企業会計基準委
員会　平成15年10月31日　企業会計基
準適用指針第６号）を適用しておりま
す。
当事業年度は、当該事案がなかった

ことから損益への影響はありません。
２　役員賞与に関する会計基

準
―――――

役員賞与は、従来、株主総会の利益
処分案決議により未処分利益の減少と
して会計処理しておりましたが、当事
業年度より「役員賞与に関する会計基
準」（企業会計基準第４号　平成17年
11月29日）に基づき、発生した期間の
費用として処理することとしておりま
す。
当事業年度は、支給がないため損益

への影響はありません。
３　役員退職慰労引当金に関

する会計方針
―――――

　

役員退職慰労金は、従来支出時の費
用としておりましたが、当事業年度よ
り役員報酬・賞与・退職慰労金に関す
る規程に基づき期末要支給額を引当金
計上することといたしました。
この変更は、役員退職慰労金の計上

が各企業において会計慣行として定着
しつつあることに鑑み当該規程の内容
を当事業年度下期にグループとして整
備改訂を行ったこと、並びに役員退職
慰労金を役員の在任期間に合わせて費
用配分することにより、期間損益の適
正化並びに財務体質の健全化を図るた
めであります。
この変更に伴い当事業年度発生額

26,092千円は販売費並びに一般管理費
に計上し、過年度分111,032千円は特別
損失に計上しております。この結果従
来と同一の会計基準によった場合に比
べ営業利益並びに経常利益は26,092千
円、税引前当期純利益は137,124千円各
々減少しております。
また当該規程の整備改定を当事業年

度下期に行い、平成18年11月開催の取
締役会において当事業年度より引当金
を計上する旨の決議を行ったことから、
当中間会計期間は従来の方法によって
おります。
この結果当事業年度の方法によった

場合に比べて営業利益並びに経常利益
は13,046千円多く、税引前中間純利益
は124,078千円多く計上されておりま
す。
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項目
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

４　貸借対照表の純資産の部
の表示に関する会計基準

―――――

　
　
　

　
　
　

当事業年度より「貸借対照表の純資
産の部の表示に関する会計基準」（企
業会計基準第５号　平成17年12月９
日）及び「貸借対照表の純資産の部の
表示に関する会計基準等の適用指針」
（企業会計基準適用指針第８号　平成
17年12月９日）を適用しております。
従来の資本の部の合計に相当する金

額は5,872,223千円であります。
　なお、財務諸表等規則の改正により、
当事業年度における貸借対照表の純資
産の部については、改正後の財務諸表
等規則により作成しております。

　

　　

追加情報

前事業年度
(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

「地方税法等の一部を改正する法律」（平成15年法律
第９号）が平成15年３月31日に公布され、平成16年４月
１日以後に開始する事業年度より外形標準課税制度が導
入されたことに伴い、当事業年度から「法人事業税にお
ける外形標準課税部分の実務上の取扱い」（平成16年２
月13日企業会計基準委員会　実務対応報告第12号）に従
い、法人事業税の付加価値割及び資本割については、販
売費及び一般管理費に計上しております。
　この結果、販売費及び一般管理費が12,868千円増加
し、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益が、
12,868千円減少しております。

―――――
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注記事項

(貸借対照表関係)

　
前事業年度

(平成17年11月30日)
当事業年度

(平成18年11月30日)

※１　担保に供している資産

土地 2,739,132千円

建物 2,964,237千円

投資有価証券 574,789千円

※１　担保に供している資産

土地 2,739,132千円

建物 2,821,980千円

投資有価証券 560,058千円

　　　上記に対する債務の内容

短期借入金 1,000,000千円
長期借入金 717,500千円

１年以内に返済する
長期借入金

608,000千円

子会社(東北丸八運輸)
借入金

61,000千円

江東倉庫事業協同組合
借入金

748,073千円

なお、上記の江東倉庫事業協同組合借入金に対
しては、同額の債務保証も行なっております。

　　　上記に対する債務の内容

短期借入金 1,020,084千円
長期借入金 614,500千円

１年以内に返済する
長期借入金

418,000千円

子会社(東北丸八運輸)
借入金

36,000千円

江東倉庫事業協同組合
借入金

657,233千円

　

  ２　債務保証　　　　　　　　　　　　　27,176千円
　　　　江東倉庫事業協同組合の土地・建物の取得に係

わる借入金に対して、債務保証を行なっており
ます。

  ２　債務保証　 　　　　　　　　　　  681,265千円
　　　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行なってお

ります。

※３　会社が発行する株式の総数

普通株式　　19,200,000株

発行済株式の総数 普通株式 12,200,000株

※３　　　　―――――――――――

　　　
　　　　

※４　自己株式の保有数

　普通株式 8,350株

※４　　　　―――――――――――　

　 　

　５　配当制限
　　　　有価証券の時価評価により、純資産額が90,327

千円増加しております。
　　　　なお、当該金額は商法施行規則第124条第3号の

規定により、配当に充当することが制限されて
おります。

　５　　　　―――――――――――
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(損益計算書関係)

　
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

　※１　　　　――――――――――

　

　
　
　
　

※１　当中間会計期間まで営業外費用として表示しており
ました「新株発行費」は、当事業年度より「繰延資産
の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委
員会　平成18年８月11日　実務対応報告第19号）の適
用により、「株式交付費」と表示することといたしま
した。

　
　※２　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

建物 207,038千円

その他 527千円

計 207,566千円

　

　※２　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

建物 487千円
　

　※３　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

建物 10,926千円

機械及び装置 9,236千円

構築物 1,539千円

工具器具及び備品 1,191千円

ソフトウェア 1,100千円

その他 419千円

計 24,412千円

　

　※３　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

建物 200千円
工具器具及び備品 756千円

車両運搬具 131千円

計 1,088千円

　

　※４　固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

建物 26,880千円

土地 259,803千円

その他 112千円

計 286,796千円
　

　※４　　　　―――――――――――

　

５　各科目に含まれている関係会社に対するものは、

　　　次のとおりであります。
受取利息 7,548千円

　

５　各科目に含まれている関係会社に対するものは、

　　　次のとおりであります。
受取利息 23,815千円
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(株主資本等変動計算書関係)

当事業年度(自　平成17年12月１日　至　平成18年11月30日)

１　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 8,350 ― ― 8,350
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リース取引関係

　
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

１．借主側 １．借主側

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額

　 工具器具

取得価額相当額 16,999千円

減価償却累計額相当額 15,655千円

期末残高相当額 1,343千円

　(注)　取得価額相当額は、未経過リース料期末残高相

当額が有形固定資産の期末残高等に占めるその

割合が低いため、支払利子込み法により算定し

ております。

　 工具器具

取得価額相当額 ―千円

減価償却累計額相当額 ―千円

期末残高相当額 ―千円

　(注)　取得価額相当額は、未経過リース料期末残高相

当額が有形固定資産の期末残高等に占めるその

割合が低いため、支払利子込み法により算定し

ております。

②　未経過リース料期末残高

１ 年 内 1,343千円

１ 年 超 ―千円

合 計 1,343千円

　(注)　未経過リース料期末残高相当額は、未経過リー

ス料期末残高相当額が有形固定資産の期末残高

等に占める割合が低いため、支払利子込み法に

より算定しております。

②　未経過リース料期末残高

１ 年 内 ―千円

１ 年 超 ―千円

合 計 ―千円

　(注)　未経過リース料期末残高相当額は、未経過リー

ス料期末残高相当額が有形固定資産の期末残高

等に占める割合が低いため、支払利子込み法に

より算定しております。

③　支払リース料及び減価償却費相当額

支払リース料 2,728千円

減価償却費相当額 2,728千円

③　支払リース料及び減価償却費相当額

支払リース料 1,343千円

減価償却費相当額 1,343千円

④　減価償却費相当額の算定方法

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

④　減価償却費相当額の算定方法

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

２．貸主側

オペレーティング・リース取引

①　未経過リース料期末残高相当額

１ 年 内 151,129千円

１ 年 超 998,709千円

合 計 1,149,838千円

２．貸主側

オペレーティング・リース取引

①　未経過リース料期末残高相当額

１ 年 内 151,129千円

１ 年 超 847,580千円

合 計 998,709千円

　

有価証券関係

　　前事業年度(自　平成16年12月１日　至　平成17年11月30日)

子会社株式で時価のあるものはございません。

　

　　当事業年度(自　平成17年12月１日　至　平成18年11月30日)

　　子会社株式で時価のあるものはございません。
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税効果会計関係
　

前事業年度
(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　　繰延税金資産(流動)

未払事業所税等損金不算入額 2,837千円

その他 553千円

　繰延税金資産(流動)合計 3,390千円

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　　繰延税金資産(流動)

　未払事業税等損金不算入額 8,717千円

　未払社会保険料否認 4,159千円

　その他 727千円

繰延税金資産(流動)合計 13,604千円

　　繰延税金負債(流動)

事業税 3,341千円

繰延税金負債(流動)合計 3,341千円
繰延税金資産(流動)との
相殺額

△3,341千円

繰延税金資産(流動)の純額 49千円

　　繰延税金負債(流動)

　　　――――― 　

　 　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　

　 　

　　繰延税金資産(固定)
退職給付引当金繰入限度
超過額

74,003千円

減価償却超過額 288千円

ゴルフ会員権評価損 5,350千円

その他 2,159千円

　繰延税金資産(固定)合計 81,802千円

　　繰延税金資産(固定)

　退職給付引当金否認 76,368千円

　役員退職慰労引当金否認 55,809千円

　投資有価証券評価損否認 2,091千円

　ゴルフ会員権評価損否認 3,477千円

　貸倒引当金繰入限度超過額 1,872千円

　その他 2,188千円

繰延税金資産(固定)小計 141,808千円

　評価性引当額 △63,251千円

繰延税金資産(固定)合計 78,557千円

　　繰延税金負債(固定)

特別償却準備金

その他有価証券評価差額金

4,182千円

  61,995千円

　繰延税金負債(固定)合計 66,178千円

　繰延税金資産(固定)との
　相殺額

△66,178千円

　繰延税金資産(固定)の純額 15,624千円
　

　　繰延税金負債(固定)

　特別償却準備金

　その他有価証券評価差額金

2,953千円

56,039千円

　繰延税金負債(固定)合計 58,992千円

　繰延税金資産(固定)との
　相殺額

△58,992千円

　繰延税金資産(固定)の純額 19,565千円
　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

(調整) 　

交際費等永久に損金
算入されない項目

1.3％

受取配当金等永久に益金に
算入されない項目

△0.1％

住民税均等割 0.9％
その他 0.3％

税効果会計適用後の法人税等の
負担率

43.1％

　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

(調整) 　

交際費等永久に損金
算入されない項目

1.4％

投資有価証券評価損否認 0.6％

役員退職慰労引当金否認 16.1％

受取配当金等永久に益金に
算入されない項目

△0.3％

住民税均等割 1.1％

ゴルフ会員権評価損否認 1.0％

貸倒引当金繰入限度超過額 0.5％

その他 △0.8％

税効果会計適用後の法人税等の
負担率

60.3％
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１株当たり情報
　

前事業年度
(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

１株当たり純資産額 410円73銭 １株当たり純資産額 402円44銭

１株当たり当期純利益 19円39銭 １株当たり当期純利益 9円84銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式がないため記載をしておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式がないため記載をしておりません。

(注)　算定上の基礎

１. １株当たり純資産額

項目
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

純資産額の合計(千円) ― 5,872,223

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) ― 5,872,223

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(株)

― 14,591,650

　

２. １株当たり当期純利益

項目
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

損益計算書上の当期純利益(千円) 236,445 137,687

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 236,445 137,687

普通株式の期中平均株式数(株) 12,191,790 13,991,650
　
　

重要な後発事象

前事業年度(自　平成16年12月１日　至　平成17年11月30日)

該当事項はありません。

当事業年度(自　平成17年12月１日　至　平成18年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

　
前事業年度

(自　平成16年12月１日
至　平成17年11月30日)

当事業年度
(自　平成17年12月１日
至　平成18年11月30日)

該当事項はありません。 該当事項はありません。
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2. 役員の異動

　 該当事項はありません。
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